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会員数
（令和 5年10月 4 日現在）

保健師　　 515人
助産師　　 403人
看護師　 8,044人
准看護師　　89人

　合計　 9,051人
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令和6年度富山県への要望事項
令和5年8月29日（火）：稲村会長から富山県厚生部長へ提出

妊娠前の健康状態を改善し、女性やカップル・子どもたちの短期的かつ長期的な健康促進に役立
てるためのプレコンセプションケアについて、女性クリニックWe富山　産婦人科医師の鮫島梓先
生にグループワークを織り交ぜながら講義をしていただきました。講義では、プレコンセプション
ケア・チェックシートに沿いながら具体的な現状や実際の支援方法の説明がありました。
プレコンセプションケアは、若い世代のためのヘルスケアであり、現在のからだの状態を把握し、
将来の妊娠やからだの変化に備えて健康に関する正しい知識や習慣を身につけてもらうことが重要
です。そして、妊娠を考えている世代だけでなく思春期から妊娠可能な女性に必要なものです。また、
女性の健康を支えるパートナーや家族、企業などの健康支援も大切であることを学びました。
若い世代から健康管理ができるように支援することの大切さを学びました。

●開催日：令和5年7月24日㈪
●会　場：富山県看護研修センター
●参加者：保健師・助産師・看護師　22名

プレコンセプションケア
～女性の健康支援～

研 修 報 告

富山県看護協会は、県民の皆さまの健康と福祉の増進に貢献できる看護職能団体としての
使命を果たすため、富山県知事あての下記要望17項目を有賀厚生部長へ提出しました。
（看護協会出席者：稲村会長、岡本副会長、中島副会長、吉田専務理事、大川事務局長）

詳しい内容は富山県看護協会ホームページをご覧ください

Ⅰ
看
護
の
質
の
向
上

メインテーマ　「多様化する生活を支えよう　看護の力で」
完全オンデマンド学会

配信期間：令和 5年12月 1 日㈮ 9：00～令和 5年12月27日㈬ 12：00
【特別講演】 1時間20分（予定）　　　　　　　　　 
【口演発表】18題　 4群構成　 1題 8分（口演のみ）
【講　　評】25分（予定）　　　　　　　　　　　　

［プログラム］
【特別講演】Web配信　テーマ「物語りを大切にする看護」
　　 講師：国立大学法人富山大学　学術研究部医学系　成人看護学　教授　八塚 美樹 氏
　【口演発表】Web配信　第1群　看護実践　　　　　　　 5題
　【口演発表】Web配信　第2群　外来・地域看護　　　　 4題
　【口演発表】Web配信　第3群　看護管理　　　　　　　 5題
　【口演発表】Web配信　第4群　看護ケアの質向上　　　 4題
　【講　　評】国立大学法人富山大学　学術研究部医学系　成人看護学　教授　八塚 美樹 氏

第29回 富山県看護研究学会第29回 富山県看護研究学会第33回 富山県看護研究学会第33回 富山県看護研究学会

詳細はホームページをご覧ください

参集は行わず
各自が配信期間内に

何度でも
視聴可能です

稲村会長から有賀厚生部長へ要望書提出

要望に関する意見交換（県厚生部長室）

１ 質の高い在宅療養支援体制の整備
•専門・認定看護師等と訪問看護師との連携促進
•特定行為「在宅・慢性期領域パッケージ研修」の開催

２ 県大看護職リカレント教育拠点整備
•保助の専攻科教育から大学院教育へ移行
•専門・認定看護師教育課程の開設

３ 特定行為研修修了者の活動の推進

４ 統括保健師の育成と配置

５ 若手看護職員の人材育成の強化

Ⅱ
看
護
職
の
働
き
方
改
革
の
推
進

Ⅲ
看
護
領
域
の
開
発
・
展
開

１ 県ナースセンターの
　 デジタル化推進

•富山県ナースセンターの周知
•ホームページの充実、オンライン面談やe-ラーニングの推進

２ 訪問看護のデジタル化推進、訪問看護事業所が雇用する事務職経費への支援

３ 看護補助者の社会的理解の促進、看護補助者の確保・定着への支援

４ 子育て支援（学童保育、延長保育、病児保育等）の充実、仕事と子育ての両立支援

６ 訪問看護事業所における感染対策物品への財政支援

５ 看護職が受ける様々なハラスメントの実態把握と支援

１ 2040年を見据えた
　 看護職の確保

•高校生の一日看護見学、小・中学校への出前講座の活動費支援
•訪問看護を含む看護職の魅力を発信する啓発事業の実施

２ 訪問看護事業所における若手看護職員の確保・育成（新卒訪問看護師の育成支援を含む）

３ 災害と感染症に対応できる看護職の養成・
応援派遣・確保等の体制整備

４ 看護小規模多機能型居宅介護の整備と介護
関係施設に勤務する看護職の学び支援

６ 看護職の副院長への登用

５ 医療的ケア児に対応可能な看護職の確保、
学校・保育園等看護職のケア力向上支援
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令和6年度富山県への要望事項
令和5年8月29日（火）：稲村会長から富山県厚生部長へ提出

妊娠前の健康状態を改善し、女性やカップル・子どもたちの短期的かつ長期的な健康促進に役立
てるためのプレコンセプションケアについて、女性クリニックWe富山　産婦人科医師の鮫島梓先
生にグループワークを織り交ぜながら講義をしていただきました。講義では、プレコンセプション
ケア・チェックシートに沿いながら具体的な現状や実際の支援方法の説明がありました。
プレコンセプションケアは、若い世代のためのヘルスケアであり、現在のからだの状態を把握し、
将来の妊娠やからだの変化に備えて健康に関する正しい知識や習慣を身につけてもらうことが重要
です。そして、妊娠を考えている世代だけでなく思春期から妊娠可能な女性に必要なものです。また、
女性の健康を支えるパートナーや家族、企業などの健康支援も大切であることを学びました。
若い世代から健康管理ができるように支援することの大切さを学びました。

●開催日：令和5年7月24日㈪
●会　場：富山県看護研修センター
●参加者：保健師・助産師・看護師　22名

プレコンセプションケア
～女性の健康支援～

研 修 報 告

富山県看護協会は、県民の皆さまの健康と福祉の増進に貢献できる看護職能団体としての
使命を果たすため、富山県知事あての下記要望17項目を有賀厚生部長へ提出しました。
（看護協会出席者：稲村会長、岡本副会長、中島副会長、吉田専務理事、大川事務局長）

詳しい内容は富山県看護協会ホームページをご覧ください

Ⅰ
看
護
の
質
の
向
上

メインテーマ　「多様化する生活を支えよう　看護の力で」
完全オンデマンド学会

配信期間：令和 5年12月 1 日㈮ 9：00～令和 5年12月27日㈬ 12：00
【特別講演】 1時間20分（予定）　　　　　　　　　 
【口演発表】18題　 4群構成　 1題 8分（口演のみ）
【講　　評】25分（予定）　　　　　　　　　　　　

［プログラム］
【特別講演】Web配信　テーマ「物語りを大切にする看護」
　　 講師：国立大学法人富山大学　学術研究部医学系　成人看護学　教授　八塚 美樹 氏
　【口演発表】Web配信　第1群　看護実践　　　　　　　 5題
　【口演発表】Web配信　第2群　外来・地域看護　　　　 4題
　【口演発表】Web配信　第3群　看護管理　　　　　　　 5題
　【口演発表】Web配信　第4群　看護ケアの質向上　　　 4題
　【講　　評】国立大学法人富山大学　学術研究部医学系　成人看護学　教授　八塚 美樹 氏

第29回 富山県看護研究学会第29回 富山県看護研究学会第33回 富山県看護研究学会第33回 富山県看護研究学会

詳細はホームページをご覧ください

参集は行わず
各自が配信期間内に

何度でも
視聴可能です

稲村会長から有賀厚生部長へ要望書提出

要望に関する意見交換（県厚生部長室）

１ 質の高い在宅療養支援体制の整備
•専門・認定看護師等と訪問看護師との連携促進
•特定行為「在宅・慢性期領域パッケージ研修」の開催

２ 県大看護職リカレント教育拠点整備
•保助の専攻科教育から大学院教育へ移行
•専門・認定看護師教育課程の開設

３ 特定行為研修修了者の活動の推進

４ 統括保健師の育成と配置

５ 若手看護職員の人材育成の強化

Ⅱ
看
護
職
の
働
き
方
改
革
の
推
進

Ⅲ
看
護
領
域
の
開
発
・
展
開

１ 県ナースセンターの
　 デジタル化推進

•富山県ナースセンターの周知
•ホームページの充実、オンライン面談やe-ラーニングの推進

２ 訪問看護のデジタル化推進、訪問看護事業所が雇用する事務職経費への支援

３ 看護補助者の社会的理解の促進、看護補助者の確保・定着への支援

４ 子育て支援（学童保育、延長保育、病児保育等）の充実、仕事と子育ての両立支援

６ 訪問看護事業所における感染対策物品への財政支援

５ 看護職が受ける様々なハラスメントの実態把握と支援

１ 2040年を見据えた
　 看護職の確保

•高校生の一日看護見学、小・中学校への出前講座の活動費支援
•訪問看護を含む看護職の魅力を発信する啓発事業の実施

２ 訪問看護事業所における若手看護職員の確保・育成（新卒訪問看護師の育成支援を含む）

３ 災害と感染症に対応できる看護職の養成・
応援派遣・確保等の体制整備

４ 看護小規模多機能型居宅介護の整備と介護
関係施設に勤務する看護職の学び支援

６ 看護職の副院長への登用

５ 医療的ケア児に対応可能な看護職の確保、
学校・保育園等看護職のケア力向上支援
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野村病院は、県東部に位置し県下最大の慢性期病院として地域貢献を行っている病院です。
令和2年より介護医療院として4階100床を転換しました。当院は患者さんからも医療介護従事者からも

選ばれる病院づくりを推進しています。その一環として介護医療院全床に見守り支援システムの導入をする
事になりました。導入前より多職種でチームを作り、目標目的を明確にし、チームが率先し、スタッフに指
導を行える様に使用方法を学びました。導入後は呼吸・脈拍、異変を早期発見できたり、睡眠日誌を使用し、
個々の患者さんの状態を把握できる事で、可視化した申し送りを介護から看護に行え、情報の共有もできる
様になりました。夜間の巡視も1時間毎行っている事もありましたが、手持ちのスマートフォンを持ち歩く

ことにより、業務の効
率が上がり、スタッフ
の休息も取りやすくな
りました。ICT化が進
むにつれ、業務の質の
向上や、コミュニケー
ションエラーの削減、
多職種の連携の一役と
なっています。申し送り場面 モニター表示　赤：エラー　青：睡眠中　黄：覚醒　グレー：離床

【導入の経緯】
　梨雲福祉会では、慢性的な人材不足から職員への負担軽減を図るため、令和3年1月からシステムを導入、
令和4年11月までに70台が稼働しています（梨雲苑44台・ゆうゆう26台）。このICT活用により入居者様と
職員にとって多くのプラス要素が発見され、導入によるメリットが明確になりました。
【活用の結果】
①入居者様の眠りに合わせて訪室せずゆっくりと休んでいただくことが可能となり眠りの質の向上に繋
がった。

②モニターで予測される動きに対して事前に対応ができ、事故リスクが軽減できた。
③看取り介護を行う際に最期の時間が近づいていることを判断し、ご家族様と共に落ち着いた環境でお見
送りすることができる。

④感染対策として、お部屋で過ごして頂く場合、モニターで様子を確認でき必要なタイミングで訪室できる。
⑤夜間の巡回や声がけなど必要以上の行動が減って合理的に業務ができるので、夜勤者の身体的・精神的
負担軽減になった。

今後は、新機器の導入を予定しています。

経過の確認はデスクで 移動中はタブレット 違和感のないセンサーマット

「見守り支援システムを使用して多職種連携強化」

「看護・介護におけるICT活用　見守り支援システムを使用して」

野村病院　副院長・看護部長　森　初美
富山福祉短期大学　看護学科

特別養護老人ホーム梨雲苑　施設長　坪内奈津子

看護AI活用 ～見守り支援システム～看護学生の看護普及活動と地域連携
～ふくたん看護学生と子どもたちのふれあい体験～

6月10日に射水市民病院で開催された「ふれあい看護体験」に、

看護学生7人が参加しました。子どもたちが看護師の仕事を体験し、

看護に興味をもってもらうことを目的としています。園児から小学

生までの子どもたちが参加しました。子どもたちは興味津々で各

ブースを回り、検温、血圧測定、聴診、創処置、車いすの介助等ちびっ

こ看護師になり切って頑張っていました。最後は、ナースウェアを

着てそれぞれお気に入りのポーズで“かんごちゃん”と一緒に記念

撮影を行いました。

看護学生は「この子どもたちが将来看護師になってくれるといい

な」と、先輩として、笑顔で分かり易い説明を心がけていました。

また、射水市民病院の看護師さんからもアドバイスをもらいながら、

看護学生は「やっぱり看護師っていい仕事だな」と実感したようで

す。“かんごちゃん”も看護協会から駆けつけて、楽しいイベント

になりました。

また、射水市青年会議所主催の「小学生サマーキャンプ体験」に

参加しました。これからも看護学生が地域の皆さまと連携し、地元

での社会貢献を通して看護の魅力を発信していきたいと思います。
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野村病院は、県東部に位置し県下最大の慢性期病院として地域貢献を行っている病院です。
令和2年より介護医療院として4階100床を転換しました。当院は患者さんからも医療介護従事者からも
選ばれる病院づくりを推進しています。その一環として介護医療院全床に見守り支援システムの導入をする
事になりました。導入前より多職種でチームを作り、目標目的を明確にし、チームが率先し、スタッフに指
導を行える様に使用方法を学びました。導入後は呼吸・脈拍、異変を早期発見できたり、睡眠日誌を使用し、
個々の患者さんの状態を把握できる事で、可視化した申し送りを介護から看護に行え、情報の共有もできる
様になりました。夜間の巡視も1時間毎行っている事もありましたが、手持ちのスマートフォンを持ち歩く

ことにより、業務の効
率が上がり、スタッフ
の休息も取りやすくな
りました。ICT化が進
むにつれ、業務の質の
向上や、コミュニケー
ションエラーの削減、
多職種の連携の一役と
なっています。申し送り場面 モニター表示　赤：エラー　青：睡眠中　黄：覚醒　グレー：離床

【導入の経緯】
　梨雲福祉会では、慢性的な人材不足から職員への負担軽減を図るため、令和3年1月からシステムを導入、
令和4年11月までに70台が稼働しています（梨雲苑44台・ゆうゆう26台）。このICT活用により入居者様と
職員にとって多くのプラス要素が発見され、導入によるメリットが明確になりました。
【活用の結果】
①入居者様の眠りに合わせて訪室せずゆっくりと休んでいただくことが可能となり眠りの質の向上に繋
がった。

②モニターで予測される動きに対して事前に対応ができ、事故リスクが軽減できた。
③看取り介護を行う際に最期の時間が近づいていることを判断し、ご家族様と共に落ち着いた環境でお見
送りすることができる。

④感染対策として、お部屋で過ごして頂く場合、モニターで様子を確認でき必要なタイミングで訪室できる。
⑤夜間の巡回や声がけなど必要以上の行動が減って合理的に業務ができるので、夜勤者の身体的・精神的
負担軽減になった。

今後は、新機器の導入を予定しています。

経過の確認はデスクで 移動中はタブレット 違和感のないセンサーマット

「見守り支援システムを使用して多職種連携強化」

「看護・介護におけるICT活用　見守り支援システムを使用して」
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富山福祉短期大学　看護学科

特別養護老人ホーム梨雲苑　施設長　坪内奈津子

看護AI活用 ～見守り支援システム～看護学生の看護普及活動と地域連携
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での社会貢献を通して看護の魅力を発信していきたいと思います。
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少子・超高齢・多死社会において、人々の生涯にわたり、暮らしを支えることが看護職に求められています。
今回は、暮らしを支える看護を実践している皆さんを紹介します。

～看護小規模多機能型居宅介護のスタッフ編～
暮らしを支えるナースたち輝け！

こころの家
看護小規模多機能型居宅介護こころの家は、真生会富山病院の敷地内にあり訪問看護ステーショ
ンと併設しております。
最期までその人らしく暮らしを支える訪問看護の延長線上に観えたのが看多機であり、令和3年
3月に開設し3年目を迎えました。
大切にしていることは、看護と介護の「連携」です。介護福祉士は利用者のできることを上手く
見つけ、何歳になっても「人の役に立ちたい」という思いを形にすることができます。介護職員にとっ
て一番不安なことは利用者さんの状態悪化ですが、いつも看護師がそばにいるので安心して働くこ
とができます。
また、こころの家の特色は多職種連携でケアするということです。理学療法士によるリハビリテー
ション、言語聴覚士の嚥下評価、また管理栄養士や薬剤師のラウンドにより適切なアドバイスを受
けることができます。
レクリエーションでは、音楽好きの病院職員によるコンサートや託児所の子供たちとの世代を超
えた交流会も行っています。

ナーシングホーム希望のひかり

レクリエーション こころの家の庭 リハビリ

ナーシングホーム希望のひかりは富山市南部、「ブリ・ノーベル出世街道」の41号線沿い旧大沢
野町に位置します。看護師、介護士、リハビリスタッフ、ケアマネジャー、管理栄養士、運転手、調理・
掃除スタッフなど多職種が連携し、利用者様の生活を支えるお手伝いをしています。中心静脈栄養、
胃瘻造設、腹膜透析、在宅酸素、バルン挿入、癌末期、認知症など、様々
な疾病の方が利用されています。訪問看護ステーションも併設していて、
在宅生活が困難になられた場合、ナーシングホームの利用へ切り換えとい
う利用者様もおられます。「アットホームでスタッフも利用者様も笑顔で
楽しく」をモットーに、年間行事や日々の
レクリエーション、手作りのおやつなど、
医療的処置だけでなく日々の暮らしも楽し
んでもらえるように心がけています。
令和5年1月よりインスタグラムも開設
しております。ご興味のある方は「希望の
ひかり」で検索してみてください。

笑美寿東
え び すひがし

看護小規模多機能型居宅介護（看多機）は、「訪問」「通い」「泊り」の3つのサービスを組み合わ
せた在宅生活を支援する小規模多機能型居宅介護サービスに、利用者の医療的処置の高まりに柔軟
に対応できる看護師による「看護サービス」を積極的に取り入れた介護サービスを行っています。
バイタルチェックや服薬管理などの一般業務に加え、血糖値測定・インスリン注射、吸引、褥瘡処置、
胃ろう、CV管理などがあり、また、看取りを行うこともあります。
利用者A氏は、糖尿病のためインスリン注射を行っていました。自宅での自己管理が難しく看多
機の「通いサービス」と「訪問サービス」を利用していましたが、加齢に伴うADL低下や病気の
進行等にて、看多機の「泊まりサービス」も含めて利用していくこととなりました。
A氏は「また食べられるようになりたい。」と話すようになり、家族も「母は、食べる事が好きだっ
たので、なるべく好きなものを食べてほしい。」と希望がありました。そこで嚥下訓練・食事形態
の調整を行い、嚥下食やプリンなど自力で食べられるまでに回復しました。その後は、施設内での
看取りとなりました。
家族から「ここで見て頂けて本当に良かった。母もいい笑顔で最期を迎えることができました。」
と話され、初めて人生の最期まで寄り添った看護を行うことができました。
私は、介護施設は病院とは役割が異なり、病気を治すことより、利用者の生活を支えることが重
要と考えています。看多機は看護師を中心とした介護と医療を提供できる場だからこそ、A氏と家

族の思いに寄り添ったサービスを提
供出来たのではないかと思います。
これからも利用者、家族の思いに
寄り添い、最期まで穏やかに過ごす
ことができるよう、支援していきた
いと思います。

小規模多機能型居宅介護ではカバーできなかった
「医療的ケア」の必要な利用者に訪問看護を行う
ことで、24時間365日を一つの事業所で支えるサー
ビスです。
【対応できる医療処置の例】
•ストーマ（人工肛門）、経管栄養、カテーテル
の交換、在宅酸素、インスリン注射、褥瘡処置
•嚥下、移乗、移動、歩行のリハビリ
•認知症の症状への看護や相談
•終末期の苦痛の緩和、看取り　などです。

看護小規模多機能型居宅介護とは
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高校生の一日看護見学

　心理的安全性について学び、より働きやすい職場環境づくりを考える機会とした

講師　国立保健医療科学院　国際協力研究部　上席主任研究官　種田　憲一郎 氏
　心理的安全性、ワークエンゲージメント、働きやすい職場についてチームという
視点で考える機会とする研修会であり、魔法の杖、協働するために必要な言動につ
いてのワールドカフェ、紙を折るちぎる、チームの鎖といった演習にグループで取
り組みチームが協働するための大切な要素を体験し学ぶことができた。患者・家族
のためだけでなくチームとしての協働が職員満足度向上や離職率の低下に繋がり、
働きやすい職場にもなると講演された。

講演「心理的安全領域とワークエンゲージメントについて学ぶ」

令和5年度看護職員定着支援事業研修会
令和 5年 8月10日㈭ 13：30～16：00　富山県看護研修センター　20施設　参加者32名

『訪問看護インターンシップ』
～県からの委託を受け、昨年度より規模を拡大して実施～

　参加者は、訪問看護に興味を持ち、実際の場面
を見ることで、より訪問看護師になりたいと思っ
た学生もいた。人材確保がなかなか進まない中、
ひとりでも多くの学生に職業選択を考える機会に
なればと思います。
　参加学生の皆様、受入訪問看護事業所の皆様、
ありがとうございました！

•知識と技術、そして思いやりの心がある訪問看護師に興
味を持った。
•病院より深く関わっていて、訪問看護でしかできない魅
力をたくさん教えてもらった。
•地元で看護師として地域に貢献したい。
•物品のない環境でも、工夫をして看護を提供していた。
•訪問看護師になりたいと思った。
•利用者さんや家族の価値観を尊重し、どのように関わる
といいか学ぶことができた。
•緊急時の判断や人間関係など経験を積んで、自分で判断
できるようにしたい。

目　　的　訪問看護の魅力の発見や関心を高める
参加者数　富山県内大学・短期大学・専門学校等の学生　22名
実施期間　令和 5年 8月16日～ 8月25日
場　　所　受入訪問看護ステーション（ 6か所）
　　　　　（朝日町・富山赤十字・光風会・
　　　　　 ひよどり・厚生連高岡・南砺市）
体験日数　 1日／人

概 要

メッセージ

参加学生の意見・感想（抜粋）
•訪問看護の醍醐味を語ることができた。
•新卒から就職先として訪問看護を選択してもらえる教育
体制が必要である。

•訪問時のマナーについても説明できた。
•訪問看護に興味があり、意欲的に参加していた。
•学生は、病院と在宅の違いに戸惑っているところもあった。
•在宅看護学実習の参考になったようだ。
•基礎看護学を修了した学生は、医療ケアがイメージでき
ていると感じた。

•スタッフと同じユニホームで一体感を感じた。
•働くことをイメージできる良い機会になったと思う。

受入訪問看護事業所の管理者からの意見・感想（抜粋）

今年度も午後のみを見学時間として開催しました。
実施病院は感染対策を徹底し、病棟での看護場面の見学、通常は入れない救急センターや

手術室の見学、会議室でモデル等を用いての演習など看護の魅力を十分に伝えるための工夫
をして頂きました。一人でも多くの高校生に看護職を目指してもらえるように次年度もご協
力をお願いいたします。（令和5年参加者アンケート結果を掲載いたします（一部））

令和 5年度　高校生の一日看護見学を実施しました

令和5年度「高校生の一日看護見学」のアンケート結果

高校生の一日看護見学

期　　間：令和 5年 7月 3日㈪～14日㈮
参 加 者：581名　　参加高校：44校
実施病院：23病院

参加者数：44校　581名　　アンケート回収：580名（アンケート回収率99.8%）

1．参加者の学年 2．参加の動機 3．看護業務の印象

4．看護職になるためのコースを
 　知っていたか

5．看護職になりたいと思うか 6．看護学校等の受験をしようと
 　思うか

高校 1年生
13.1%

全く知らなかった
　　　　　 4.8%

その他 0.3%

少し
知っていた
45.9%

なりたくない
1.6%

わからない
13.6% わからない

16.6%

いいえ
1.6%

看護師に
なりたい
59.8%

看護師の仕事を理解したい 14.5%看護師の仕事を理解したい 14.5%

その他 1.2%

家族の
すすめ
1.2%

先生の
すすめ
5.3%

友人に
誘われた
2.4%

進路決定の
参考のため
10.2%

医療現場での仕事を理解したい 5.3%

やりがいが
ある仕事
56.2%

高校 3年生
50.9% 高校 2年生

35.7%

知っていた
49.3%

なりたい
84.8%

はい
81.9%

生命を守る
尊い仕事
18.6%

専門性の
高い仕事
9.5%

未回答 1.0%
つらい仕事 0.2%

忙しそう
4.1%

患者さんとの接し方が難しい 3.8%責任の重い
仕事
6.6%

川
柳

•
チ
ー
ム
力

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

　重
要
だ

•
振
り
返
り

　チ
ー
ム
の
ま
と
め

　か
な
め
な
り

•
意
見
だ
し

　聞
い
て
も
ら
え
る

　雰
囲
気
大
事

ＴＯＹＡＭＡナースセンターニュースＴＯＹＡＭＡナースセンターニュース富山県訪問看護総合支援センターからのお知らせ富山県訪問看護総合支援センターからのお知らせ

ＴＯＹＡＭＡナースセンターニュースＴＯＹＡＭＡナースセンターニュース
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　心理的安全性について学び、より働きやすい職場環境づくりを考える機会とした

講師　国立保健医療科学院　国際協力研究部　上席主任研究官　種田　憲一郎 氏
　心理的安全性、ワークエンゲージメント、働きやすい職場についてチームという
視点で考える機会とする研修会であり、魔法の杖、協働するために必要な言動につ
いてのワールドカフェ、紙を折るちぎる、チームの鎖といった演習にグループで取
り組みチームが協働するための大切な要素を体験し学ぶことができた。患者・家族
のためだけでなくチームとしての協働が職員満足度向上や離職率の低下に繋がり、
働きやすい職場にもなると講演された。

講演「心理的安全領域とワークエンゲージメントについて学ぶ」

令和5年度看護職員定着支援事業研修会
令和 5年 8月10日㈭ 13：30～16：00　富山県看護研修センター　20施設　参加者32名

『訪問看護インターンシップ』
～県からの委託を受け、昨年度より規模を拡大して実施～

　参加者は、訪問看護に興味を持ち、実際の場面
を見ることで、より訪問看護師になりたいと思っ
た学生もいた。人材確保がなかなか進まない中、
ひとりでも多くの学生に職業選択を考える機会に
なればと思います。
　参加学生の皆様、受入訪問看護事業所の皆様、
ありがとうございました！

•知識と技術、そして思いやりの心がある訪問看護師に興
味を持った。

•病院より深く関わっていて、訪問看護でしかできない魅
力をたくさん教えてもらった。

•地元で看護師として地域に貢献したい。
•物品のない環境でも、工夫をして看護を提供していた。
•訪問看護師になりたいと思った。
•利用者さんや家族の価値観を尊重し、どのように関わる
といいか学ぶことができた。

•緊急時の判断や人間関係など経験を積んで、自分で判断
できるようにしたい。

目　　的　訪問看護の魅力の発見や関心を高める
参加者数　富山県内大学・短期大学・専門学校等の学生　22名
実施期間　令和 5年 8月16日～ 8月25日
場　　所　受入訪問看護ステーション（ 6か所）
　　　　　（朝日町・富山赤十字・光風会・
　　　　　 ひよどり・厚生連高岡・南砺市）
体験日数　 1日／人

概 要

メッセージ

参加学生の意見・感想（抜粋）
•訪問看護の醍醐味を語ることができた。
•新卒から就職先として訪問看護を選択してもらえる教育
体制が必要である。

•訪問時のマナーについても説明できた。
•訪問看護に興味があり、意欲的に参加していた。
•学生は、病院と在宅の違いに戸惑っているところもあった。
•在宅看護学実習の参考になったようだ。
•基礎看護学を修了した学生は、医療ケアがイメージでき
ていると感じた。

•スタッフと同じユニホームで一体感を感じた。
•働くことをイメージできる良い機会になったと思う。

受入訪問看護事業所の管理者からの意見・感想（抜粋）

今年度も午後のみを見学時間として開催しました。
実施病院は感染対策を徹底し、病棟での看護場面の見学、通常は入れない救急センターや

手術室の見学、会議室でモデル等を用いての演習など看護の魅力を十分に伝えるための工夫
をして頂きました。一人でも多くの高校生に看護職を目指してもらえるように次年度もご協
力をお願いいたします。（令和5年参加者アンケート結果を掲載いたします（一部））

令和 5年度　高校生の一日看護見学を実施しました

令和5年度「高校生の一日看護見学」のアンケート結果

高校生の一日看護見学

期　　間：令和 5年 7月 3日㈪～14日㈮
参 加 者：581名　　参加高校：44校
実施病院：23病院

参加者数：44校　581名　　アンケート回収：580名（アンケート回収率99.8%）

1．参加者の学年 2．参加の動機 3．看護業務の印象

4．看護職になるためのコースを
 　知っていたか

5．看護職になりたいと思うか 6．看護学校等の受験をしようと
 　思うか

高校 1年生
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全く知らなかった
　　　　　 4.8%

その他 0.3%
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45.9%

なりたくない
1.6%
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16.6%
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求人情報
ＴＯＹＡＭＡナースセンターニュースＴＯＹＡＭＡナースセンターニュース

№ 所 在 地 施 設 区 分 施　設　名
職　種 雇用形態

勤務形態 保育所保 助 看 准 常勤 非常勤正 非
1 富 山 市 病 院 あゆみの郷 ● ● ● ₂交代制
2 〃 〃 アルペンリハビリテーション病院 ● ● ₂交代制
3 〃 〃 特定医療法人財団博仁会横田記念病院 ● ● ● ₂交代制、その他
4 〃 〃 医療法人社団四方会有沢橋病院 ● ● ● ● 日勤のみ、₂交代制
5 〃 〃 医療法人社団親和会チューリップ長江病院 ● ● ₂交代制
6 〃 〃 医療法人社団尽誠会野村病院 ● ● ● ₂交代制
7 〃 〃 国立大学法人富山大学附属病院 ● ● ● ● 日勤のみ、₂交代制 ◯
8 〃 〃 呉陽病院 ● ● ● ● ₂交代制
9 〃 〃 西能病院 ● ● その他 ◯
10 〃 〃 西能みなみ病院 ● ● ₂交代制 その他
11 〃 〃 谷野呉山病院 ● ● ● ₂交代制
12 〃 〃 独立行政法人国立病院機構富山病院 ● ● ₃交代制
13 〃 〃 富山協立病院 ● ● ● ● 日勤のみ、₂交代制、₃交代制 ◯
14 〃 〃 富山県済生会富山病院 ● ● ● 日勤のみ、₃交代制、その他 ◯
15 〃 〃 富山県立中央病院 ● ● ● 日勤のみ、その他
16 〃 〃 富山県リハビリテーション病院・こども支援センター ● ● ● ₃交代制 ◯
17 〃 〃 富山市民病院 ● ● 日勤のみ ◯
18 〃 〃 富山城南温泉第二病院 ● ● ● その他
19 〃 〃 富山城南温泉病院 ● ● ● その他
20 〃 〃 流杉病院 ● ● ● ₂交代制
21 〃 〃 藤の木病院 ● ● ● 日勤＋当直
22 〃 〃 南富山中川病院 ● ● ● 日勤のみ、₂交代制
23 〃 〃 みなみの星病院 ● ● ● 日勤のみ
24 〃 〃 三輪病院 ● ● ● ● 日勤のみ、₂交代制 ◯
25 〃 〃 八尾総合病院 ● ● ₂交代制
26 〃 診 療 所 あおき整形外科クリニック ● ● 日勤のみ
27 〃 〃 医療法人社団長森興南クリニック ● ● ● ● 日勤のみ
28 〃 〃 岡部こども医院 ● ● ● ● 日勤のみ
29 〃 〃 城南内科クリニック ● ● ● ₂交代制
30 〃 〃 城石内科クリニック ● ● ● 日勤のみ
31 〃 〃 谷野医院 ● ● 日勤のみ
32 〃 〃 東岩瀬クリニック ● ● ● 日勤のみ
33 〃 〃 ふたこぼしキッズクリニック ● ● ● 日勤のみ
34 〃 〃 ミワ内科クリニック ● ● 日勤のみ
35 〃 〃 森田整形外科医院 ● ● ● 日勤のみ
36 〃 〃 やなせ整形外科医院 ● ● ● 日勤のみ
37 〃 〃 やまだホームケアクリニック ● ● ● 日勤のみ
38 〃 老 人 保 健 施 設 大沢野老人保健施設かがやき ● ● ● ● 日勤のみ、夜勤のみ、₂交代制
39 〃 〃 介護老人保健施設レインボー ● ● ₂交代制
40 〃 〃 八尾老人保健施設風の庭 ● ● ● ₂交代制
41 〃 老 人 福 祉 施 設 地域密着型特別養護老人ホーム至宝館すまはぴ ● ● ● 日勤＋オンコール
42 〃 〃 特別養護老人ホームささづ苑 ● ● ● 日勤＋オンコール
43 〃 〃 特別養護老人ホームささづ苑かすが ● ● ● 日勤のみ
44 〃 〃 特別養護老人ホームあすなろの郷 ● ● ● ● 日勤のみ、日勤＋オンコール
45 〃 〃 特別養護老人ホームたちばな荘 ● ● 日勤＋オンコール
46 〃 〃 特別養護老人ホーム白光苑 ● ● ● 日勤＋オンコール
47 〃 デ イ サ ー ビ ス あすなろの郷デイサービスセンター ● ● ● 日勤のみ
48 〃 〃 一般社団法人大樹福祉会だいだい水橋 ● ● ● 日勤のみ
49 〃 〃 しみずまち敬寿苑デイサービスセンター ● ● ● 日勤のみ
50 〃 〃 ちゅらさんデイサービスセンター ● ● ● 日勤のみ
51 〃 〃 ツクイ富山赤田 ● ● ● ● 日勤のみ
52 〃 〃 デイサービスＭＡＸ21 ● ● ● 日勤のみ
53 〃 〃 虹の丘三郷 ● ● ● 日勤のみ
54 〃 〃 フィットリハアピア ● ● ● 日勤のみ
55 〃 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 大沢野・細入地域包括支援センター ● ● ● 日勤のみ
56 〃 訪 問 看 護 医療法人社団中山会希望の郷 ● ● ● ₂交代制
57 〃 〃 うらら訪問看護ステーションサテライト ● ● 日勤のみ
58 〃 〃 五省会訪問看護ステーション ● ● 日勤＋オンコール
59 〃 〃 在宅福祉総合センターひまわり ● ● 日勤＋オンコール
60 〃 〃 在宅福祉総合センターきずな ● ● 日勤＋オンコール
61 〃 〃 在宅福祉総合センターきずなぽぷらサテライト ● ● 日勤＋オンコール
62 〃 〃 さくらニューロ訪問看護ステーション ● ● ● 日勤のみ
63 〃 〃 ソフィアメディ訪問看護ステーション富山 ● ● 日勤＋オンコール
64 〃 〃 ソフィアメディ訪問看護ステーション富山北 ● ● 日勤＋オンコール
65 〃 〃 富山県看護協会訪問看護ステ－ションひよどり富山 ● ● 日勤のみ
66 〃 〃 東岩瀬訪問看護ステーション ● ● 日勤のみ
67 〃 〃 ふれあいの里ひろた ● ● 日勤＋オンコール
68 〃 〃 訪問看護ステーションおうちへ帰ろう ● ● 日勤＋オンコール その他
69 〃 〃 訪問看護ステーションジョジョ ● ● ● 日勤＋当直、その他
70 〃 〃 訪問看護ステーション翼 ● ● 日勤＋オンコール
71 〃 都 道 府 県 ・ 保 健 所 富山市保健所地域健康課 ● ● ● 日勤のみ
72 〃 市区町村・保健センター 富山市北保健福祉センター ● ● 日勤のみ
73 〃 〃 富山市中央保健福祉センター ● ● 日勤のみ
74 〃 〃 富山市役所障害福祉課 ● ● 日勤のみ
75 〃 健診センター・労働衛生機関 一般財団法人北陸予防医学協会 ● ● ● 日勤のみ
76 〃 〃 富山県健康増進センター ● ● ● 日勤のみ
77 〃 〃 富山市医師会健康管理センター ● ● ● ● ● 日勤のみ
78 〃 会 社 ・ 事 業 所 シミックヘルスケア・インスティテュート株式会社富山サテライト ● ● ● ● ● 裁量労働制
79 〃 〃 セーマ株式会社富山事務所及び提携施設（富山市近郊） ● ● ● 日勤のみ
80 〃 〃 株式会社大和富山店 ● ● ₂部制（早番＋遅番）
81 〃 〃 富山県国民健康保険団体連合会 ● ● 日勤のみ
82 〃 学 校 ・ 養 成 所 学校法人臼井学園北陸ビジネス福祉専門学校 ● ● 日勤のみ
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求人情報
ＴＯＹＡＭＡナースセンターニュースＴＯＹＡＭＡナースセンターニュース

№ 所 在 地 施 設 区 分 施　設　名
職　種 雇用形態

勤務形態 保育所保 助 看 准 常勤 非常勤正 非
83 富 山 市 学 校 ・ 養 成 所 富山県立高志支援学校 ● ● ● 日勤のみ
84 〃 そ の 他 富山県赤十字血液センター ● ● 日勤のみ
85 〃 〃 富山県赤十字血液センター富山駅前出張所 ● ● 日勤のみ
86 上 市 町 病 院 かみいち総合病院 ● ● ● その他 ◯
87 〃 診 療 所 池田内科医院 ● ● ● 日勤のみ
88 〃 老 人 保 健 施 設 上市老人保健施設つるぎの庭 ● ● ● ₂交代制
89 〃 老 人 福 祉 施 設 社会福祉法人富山聖マリア会特別養護老人ホーム常楽園 ● ● ● ₂部制（早番＋遅番）
90 〃 訪 問 看 護 中新川訪問看護ステーション ● ● 日勤のみ
91 立 山 町 病 院 医療法人財団恵仁会藤木病院 ● ● ● ● 日勤のみ、その他 ◯
92 〃 老 人 保 健 施 設 医療法人財団恵仁会ケアホーム陽風の里 ● ● ● ₂交代制 ◯
93 〃 デ イ サ ー ビ ス 虹の丘たてやま ● ● ● 日勤のみ
94 〃 社 会 福 祉 施 設 多機能型わくわくファームきらり ● ● ● ● 日勤のみ
95 〃 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 ケアプラン・ナースソフィア（開設予定のため事業所名は仮称です） ● ● ● ● ● 日勤のみ
96 〃 訪 問 看 護 訪問看護ステーションフローレンス ● ● 日勤のみ
97 〃 〃 中新川訪問看護ステーション立山サテライト ● ● 日勤＋オンコール
98 滑 川 市 診 療 所 かづみファミリークリニック ● ● ● 日勤のみ
99 〃 老 人 福 祉 施 設 特別養護老人ホーム清寿荘 ● ● ● 日勤＋オンコール
100 〃 会 社 ・ 事 業 所 富士電機パワーセミコンダクタ株式会社北陸工場 ● ● 日勤のみ
101 高 岡 市 病 院 あさなぎ病院 ● ● ● ₂交代制、₃交代制
102 〃 〃 医療法人光ヶ丘病院 ● ● ● ₂交代制
103 〃 〃 医療法人社団桑山会丹保病院 ● ● ₂交代制
104 〃 〃 医療法人社団整志会沢田記念高岡整志会病院 ● ● 日勤のみ、₃交代制
105 〃 〃 厚生連高岡病院 ● ● ₃交代制
106 〃 〃 高岡市民病院 ● ● ● ● 日勤のみ、₃交代制 ◯
107 〃 老 人 保 健 施 設 介護老人保健施設おおぞら ● ● ● ₂交代制
108 〃 老 人 福 祉 施 設 ふしき苑 ● ● ● 日勤＋オンコール
109 〃 社 会 福 祉 施 設 障害者支援施設志貴野ホーム ● ● ● 日勤＋オンコール その他
110 〃 訪 問 看 護 うらら訪問看護ステーション ● ● ● 日勤のみ
111 〃 学 校 ・ 養 成 所 富山県高岡看護専門学校 ● ● ● 日勤のみ
112 射 水 市 病 院 射水市民病院 ● ● ● 日勤のみ、夜勤のみ、₃交代制
113 〃 〃 真生会富山病院 ● ● ● 日勤のみ、夜勤のみ、₃交代制、日勤＋当直 ◯
114 〃 診 療 所 たかはし内科医院 ● ● ● ₂部制（早番＋遅番）
115 〃 〃 松本医院 ● ● ● 日勤のみ
116 〃 社 会 福 祉 施 設 社会福祉法人射水福祉会いみず苑 ● ● ● 日勤のみ
117 〃 訪 問 看 護 だいもん訪問看護ステーション ● ● ● 日勤＋オンコール
118 〃 〃 富山県看護協会訪問看護ステ－ションひよどり ● ● 日勤のみ
119 〃 〃 富山福祉短期大学訪問看護ステーション ● ● 日勤＋オンコール
120 〃 〃 訪問看護ステーション harustyle 富山 ● ● ● ● 日勤＋オンコール
121 氷 見 市 病 院 医療法人財団正友会中村記念病院 ● ● ● ● 日勤のみ、₃交代制
122 〃 〃 医療法人社団友愛病院会陽和温泉病院 ● ● ₂交代制
123 〃 〃 金沢医科大学氷見市民病院 ● ● ● 日勤のみ、₂交代制
124 〃 診 療 所 医療法人社団西野医院 ● ● 日勤のみ
125 〃 〃 ゆう内科クリニック ● ● ● 日勤のみ
126 〃 老 人 福 祉 施 設 社会福祉法人ひみ福祉会特別養護老人ホームつまま園 ● ● ● 日勤＋オンコール
127 〃 訪 問 看 護 氷見訪問看護ステーション ● ● 日勤のみ
128 砺 波 市 病 院 あおい病院 ● ● ● その他 ◯
129 〃 診 療 所 桐沢医院 ● ● ● 日勤のみ
130 〃 老 人 保 健 施 設 介護老人保健施設ケアポート庄川 ● ● ● ₂交代制
131 〃 老 人 福 祉 施 設 特別養護老人ホームやなぜ苑 ● ● ● ● 日勤＋オンコール、₂部制（早番＋遅番）
132 小 矢 部 市 病 院 公立学校共済組合北陸中央病院 ● ● ● 日勤のみ、₂交代制 ◯
133 〃 診 療 所 医療法人社団村田医院 ● ● ● ● 日勤のみ
134 〃 老 人 福 祉 施 設 社会福祉法人清楽会 ● ● ● ₂交代制
135 〃 保 育 所 ・ 幼 稚 園 石動青葉保育園 ● ● ● 日勤のみ
136 南 砺 市 病 院 医療法人社団良俊会ふくの若葉病院 ● ● ● ₂交代制 委託
137 〃 〃 公立南砺中央病院 ● ● ● 日勤のみ、₃交代制 ◯
138 〃 診 療 所 森田眼科医院 ● ● ● ● 日勤のみ
139 〃 老 人 福 祉 施 設 特別養護老人ホームいなみ ● ● ● 日勤＋オンコール ◯
140 〃 〃 特別養護老人ホームきらら ● ● ● 日勤＋オンコール ◯
141 〃 〃 特別養護老人ホーム福寿園 ● ● ● 日勤＋オンコール ◯
142 〃 〃 特別養護老人ホームやすらぎ荘 ● ● ● 日勤＋オンコール ◯
143 〃 ケアハウス・グループホーム 愛の家グループホーム南砺福光 ● ● 日勤のみ
144 魚 津 市 病 院 医療法人社団七徳会 ● ● ● ₃交代制
145 〃 〃 深川病院 ● ● ● ₂交代制
146 〃 老 人 保 健 施 設 社会福祉法人新川老人福祉会 ● ● ● 日勤＋オンコール
147 黒 部 市 病 院 黒部温泉病院 ● ● ● ₂交代制
148 〃 〃 黒部市民病院 ● ● 日勤のみ ◯
149 〃 診 療 所 黒部市民病院内小児急患センター ● ● ● 日勤のみ、その他
150 〃 〃 ねづか内科クリニック ● ● ● ● 日勤のみ
151 〃 老 人 福 祉 施 設 社会福祉法人緑寿会特別養護老人ホーム越野荘 ● ● ● ● 日勤のみ、日勤＋オンコール
152 〃 社 会 福 祉 施 設 社会福祉法人くろべ福祉会 ● ● ● 日勤のみ
153 〃 保 育 所 ・ 幼 稚 園 三島保育所 ● ● ● ₂部制（早番＋遅番）
154 〃 会 社 ・ 事 業 所 関西電力株式会社黒部川水力センター仙人谷ダム ● ● ● 日勤のみ
155 入 善 町 病 院 医療法人社団秋桜丸川病院 ● ● ₂交代制
156 〃 診 療 所 山本クリニック ● ● ● ● 日勤のみ
157 〃 そ の 他 介護ナーシングセンターささや木 ● ● ● ● 日勤＋オンコール

●この情報は、 10月 1 日までに登録のあった求人の一部です。ナースセンターには、掲載してある情報以外にも求人があります。
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※詳しい求人情報・登録方法は、富山県ナースセンターにお問い合わせください。
※ナースセンターでは、就業に関する悩み・相談も行っていますのでご利用ください。
・富山県ナースセンター　毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時　076-433-5251
・就業に関する相談　　　毎週月曜日～金曜日　10時～16時　　  076-433-0200(直通電話)
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2023年8月8日認定看護管理者セカン
ドレベル研修が修了しました。今年は、
定員25名のところ33名の応募がありまし
た。研修の成果である統合演習発表では、
活発な意見交換が行われました‼また、
研修後のアンケートでは、「師長として
すべきことが理解できた」「研修内容や

講師が充実している」「今回の研修で自分の中でこんなにも成長できるとは思わなかった」などの声が聞か
れました。
2023年10月3日認定看護管理者ファー
ストレベル研修が（56名）修了しました。
今年度は、民間病院から多くの応募が
ありました。統合演習の発表会は、最後
の最後まで悩みながら資料作りをされて
いましたが、皆さん自信を持って発表さ
れていました。研修後のアンケートでは
「グループワークを通して他の病院のことが聞けて良かった」「課題は大変だったが、考え方を変えるきっか
けになった研修でした」などの声が聞かれました。
※認定看護管理者教育研修は、あるべき姿から組織分析を行い、自部署の課題を見出し、看護管理実践計画
を立案する重要な研修ですが、最初は不安な面持ちでしたが、最終日はみんな自信にあふれ、看護管理者
としての意識がより高まったように感じました。今後の活躍を期待しています。

専任教員　竹澤　和美

統合演習発表風景 セカンドレベル閉講式

統合演習発表風景 ファーストレベル閉講式

事 務 局 か ら

・くもをさがす　著者　西加奈子
　著者が乳がんになり、カナダで治療したときのエッセイ。カナダと
日本の医療の違い、看護師との会話が関西弁になっていて明るく、
強く前向きな姿に勇気づけられました。自分のからだのボスは自
分、がん患者はかわいそうなんかじゃないという言葉に、患者と
向き合う医療者の姿勢を考えさせられました。　　　　　（レモン）

コーナー読者の広場

7 月号の感想とおすすめの本（マンガ含む）

みなさまからの活発なご意見、心よりお待ちしていま～す‼

「表紙写真」「読者の広場」の応募方法

応募の中より

ご感想、ご意見
お待ちしています。

応募締切
1月8日（月・祝）

富山県看護協会のEメールからご応募ください。
（はがきでの受付けはしておりません。）
E-mail：info@toyama-kango.or.jp
採用された方には「表紙写真」は1,000円分、
「読者の広場」は500円分のQuoカードを
プレゼントいたします。
「表紙写真」応募の方
富山県の四季折々の行事や風景・花などの
写真のご応募をお待ちしております。
①氏名　②ニックネーム　③プレゼント送付先住所
④連絡先(電話番号もしくはメールアドレス)
⑤写真についてのコメント(撮影スポットなど)
※スマートフォン、携帯電話で撮影したものは不可
※一人で5枚まで
「読者の広場」応募の方
①～④表紙写真と同様
⑤「看護とやま10月号の感想」と「雪の思い出」を教えて
下さい

※ご記入いただいた住所・連絡先などの個人情報は、賞品の抽選・発送の
目的以外では使用しません。

※当選者の発表、ご意見・ご感想の一部は、次号の看護とやまにニックネ
ームで掲載します。

令和 5年度理事会報告
■第4回　令和 5年 8月 7日㈪

協議事項  
①令和 5年度新規会員の承認について
②令和 6年度県要望事項（案）について
③令和 5年度事業について 

出前講座「いのちの教室」について
報告事項  
①日本看護協会会議報告 
②富山県看護協会事業報告 
③会員数報告　令和5年7月27日現在 8,992人

編集後記編集後記編集後記

認定看護管理者セカンドレベル研修・ファーストレベル研修が修了しました！！

「2024年度会員継続のお知らせ」について
2023年度会員の皆様は2024年度も自動継続になります。
継続を希望されない場合は、富山県看護協会までご連絡ください。

酷暑が終わり、天高く馬肥ゆる
季節となりました。新型コロナウ
イルス感染症が5類となり、社会
生活も通常に戻りつつある中、懐
かしい人々との再会に心通わせた
りしている今日この頃ではないで
しょうか。
一方、医療現場では、感染症対
策にまだまだ気が抜けない状況が続いています。「看護とやま」
は引き続き、頑張っている皆様へのエールや情報発信に取り組ん
でいきたいと思います。 〈広報委員会〉

かんごちゃんと広報委員会のメンバーです


